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研究成果の概要（和文）：独自開発のeラーニングシステムJPLANGを従来のPC中心からスマホ・タブレット対応
とするとともに，独自ログ解析に加えて，Google Analytics加えLearning Analyticsへの対応を行った。システ
ム環境を合理化するため，Docker，GiT対応を行った。これらの成果については，AACE及びEuroCall，AAALで発
表した。
字幕コーパスに関しては，順調に運用を続け，10億語規模に到達した。研究成果については，AAAL，AiLAなどの
国際学会を中心に査読付き論文発表を行った

研究成果の概要（英文）：In order to modernize the original proprietary Japanese e-Learning system 
called JPLANG, we first change to the the smartphones/tablets environment. In order to support 
Learning Analytics we added Google Analytics support in addition to custom log analysis. In order to
 rationalize the system environment, Docker and GiT support were added. These results were published
 at AACE and EuroCall, and AAAL conferences.
Regarding the closed caption corpus, it continued to operate smoothly, reaching the scale of 1 
billion words. Regarding the research results, we presented peer-reviewed papers mainly on 
international academic societies such as AAAL and AiLA. 

研究分野：情報工学
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１．研究開始当初の背景 
ICT技術の進化によって，情報爆発が起こ

っている。時代は，メガからギガを超え，

既にペタ，エクサバイトの時代に移行しよ

うとしている。産業界では， Cloud 

Computing環境を構築するとともに，この

新たな Computing 環境を利用し，新たに

得られた情報を活用したデータマイニング

やテキストマイニングが広く普及し，

Amazonや楽天，Googleなど，こうした状

況，すなわち，ビッグデータを積極的に利

用し，ビジネスの革新が起こっている。し

かし，教育研究分野では，こうした状況は

具現してはいず，また，対応するラーニン

グマイニングの試みもほとんどないのが現

状である。 

大規模な言語情報を活用することによって，

ビジネス分野では，検索精度や Apple Siri

に代表される音声認識精度の大幅な向上が

見られた。一方，言語教育学分野では，書

き言葉に関しては上記データをはじめ十分

な蓄積があるが，言語教育で重要な話し言

葉に関しては，基盤となるコーパス構築す

ら充分でないのが現状である。 

言語教育では，ヨーロッパ発の国際標準“ヨ

ーロッパ共通言語教育参照枠 (Common 

European Framework of Reference for 

Language Learning, Teaching, and 

Assessment, CEFR，Council of Europe 

2001)”をもとに，聞き，話し，読み，書

くという 4技能を独話と会話の二つに分け，

“話す”ことを強化したコミュニカティブ

アプローチに重点を移した。しかし，特殊

機器としての LLが姿を消し，PCがとって

変わったが，企業の撤退によって LL の代

替は実現されてはいるものの，新技術を用

いて，Spoken Interactionを含む 5技能へ

の対応はなされていず，ICTの進化から言

語教育が取り残されているのが現状である。 
 
２．研究の目的 

この研究で言う大規模言語運用データとは，

(1)日本語e-LearningシステムJPLANGの

2000 万件以上の大量の学習ログ，(2)318

冊の教科書本体及び指導書データ 7000 万

語からなる教科書コーパス，及び(3)地デジ

字幕データから構築する 1億語以上の大規

模話し言葉コーパスの三つを指す。この研

究では，これらの独自データをもとに，学

習ログのラーニングマイニング研究の成果

を活かし，二つの大規模コーパスのデータ

を活用することによって，言語教育の国際

標準であるヨーロッパ共通言語教育参照枠

CEFR)で要求される聞く，読む，独話，会

話，書くの 5 技能教育を e-Learning 環境

で実現するテーラーメイド日本語教育に関

連する教授法及び新世代の教員養成方法の

開発を行う。また，Web会話ラボ教材の拡

張，LMS拡張，海外普及及び海外サポート

を強化する。 
 
３．研究の方法 
研究組織は，代表者の芝野が全体を統括し，

システム・評価班及び日本語教育班の二つ

で構成する。各研究班の主な役割は，次の

通り。 

 システム・評価班では，ラーニングマイニ

ングの深化のため，数千万件のログ解析を

可能にし，学習効果の評価及び統計解析を

行うとともに，最近急速に統計手法等の環

境が整ってきた Rを前提に JPLANGシス

テムへの統合を行う。また，大規模教科書・

話し言葉コーパスを構築し利用するための

Map/Reduceシステム開発を担当する。 

 日本語教育班では，ラーニングマイニン

グの結果を日本語教育に接続するためのテ

ーラーメイド日本語教育の研究を行うとと

もに，大規模教科書・話し言葉コーパスと

CEFRとに基づく教材開発の研究を行う。  

 また，海外への普及活動を継続するとと

もに，海外へのサポート体制を拡充する。 

 これまでの研究開発では，合計数十人の



大学院生の協力を得て開発を行ってきたが，

今後も大学院言語応用専攻日本語教育学専

修コースを中心に大学院前期及び後期課程

の学生の参加を積極的に促すとともに，中

国，タイ，イタリアなどの海外の協力大学

との共同も強化する。【各研究班の役割】  

この研究の中心課題であるラーニングマイ

ニングの深化，大規模教科書・話し言葉コー

パスの構築及びテーラーメイド日本語教育の

研究には，情報学，教育工学，統計学，応

用言語学，日本語教育学，教育学の各分野

の研究を統合する必要がある。このため，

情報学，教育工学の理系学問分野で「シス

テム・評価班」を組織し，日本語教育班と

二つの研究班を組織した。 

 なお，研究代表者の芝野は，情報学分野

が主ではあるが，教育工学，応用言語学，

日本言語分野においても，研究発表を行っ

ており，全体を統括することができる。 
 
４．研究成果 
 独自開発の e ラーニングシステム JPLANG
を従来の PC 中心からスマホ・タブレット対
応とするとともに，独自ログ解析に加えて，
Google Analytics 加え Learning Analytics
への対応を行った。システム環境を合理化す
るため，Docker，GiT 対応を行った。これら
の成果については，AACE 及び EuroCall，AAAL
で発表した。 
字幕コーパスに関しては，順調に運用を続け，
10 億語規模に到達した。研究成果については，
AAAL，AiLA などの国際学会を中心に査読付き
論文発表を行った 
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